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最新治療のご案内 
 

《加齢黄斑変性症の治療》 《多焦点(遠近両用)眼内レンズ》 
近くにも遠くにもピントが合う遠近
両用の眼内レンズです。厚生労働省より
当院で行う「多焦点(遠近両用)眼内レン
ズ」を用いた白内障手術が「先進医療」
として承認されています。 

抗 VEGF 抗体(アバスチン®・ルセン
ティス®・マクジェン®等)を硝子体内に
注射する事で、新生血管の増殖や成長を
抑えることができる治療法です。 
 
《角膜内皮移植(DSAEK)》 患者さんは、通常の「単焦点眼内レン

ズ」か「多焦点(遠近両用)眼内レンズ」
のどちらかを選択できます。 

角膜の混濁(水疱性角膜症)を改善す
る治療法です。角膜内皮細胞(傷んだ部
分)だけを取り替える角膜内皮移植 (角
膜パーツ移植)手術です。 

 
《トーリック眼内レンズ》 

 正乱視を軽減できる「新しいタイプの
眼内レンズ」です。手術後の裸眼視力が 
向上し、乱視用のメガネをかける必要性
が少なくなります。 

《炭酸ガスレーザー》 
炭酸ガスレーザーを用いて、眼瞼下垂
等の治療を行います。切開と同時に止血
も行えるので、出血の少ない手術法です。  

《屈折矯正手術》  
《鼻涙管内視鏡》 近視・遠視・乱視を矯正する方法とし

て◎眼内にレンズ(有水晶体眼内レンズ
(Phakic IOL)を挿入する手術と◎ｴｷｼﾏ
ﾚｰｻﾞｰを用いた(LASIK･Epi-LASIK･
LASEK･PRK)手術があります。現在〈無
料説明会〉開催中(裏面参照ください)  

直径 0.9mm の筒状の器具を使用し、
モニター映像をみながら涙道の閉塞部
を検査処置します。 
 
《ボトックス治療》 

更にｴｷｼﾏﾚｰｻﾞｰを用いた◎白内障術後
の左右屈折力(視力)の違いを改善する
(ﾀｯﾁｱｯﾌﾟ)手術と◎角膜変性症や帯状角
膜変性を治療するため角膜混濁を除去
する(PTK)手術があります。 

眼瞼痙攣に有効な治療法です。眼輪筋
の周囲に極薄めたボツリヌス菌毒素を
注射し、一定期間の痙攣を取り除きます。 
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屈折矯正手術【LASIK(レーシック)】 
レーシックとはエキシマレーザーという特殊なレーザーによって 
角膜の表面組織(角膜実質層)を削り、角膜の屈折力を変える事により 
「近視」「遠視」や「乱視」を治す眼科的矯正手術です。 

 

《無料説明会》のお知らせ 
「メガネやコンタクトレンズいらずの生活を送りたい！」 
ご興味のある方は、ご家族・ご友人をお誘いの上、ご参加ください。 
下記日程にて開催しております。 
  ５月 14日(土)・６月４日(土)・７月 2日(土) 

【午前 11:00～(1 時間程) 西眼科病院にて】 

 

外来受付時間のお知らせ 

午前 9:00～12:00 (初診は 11:30 まで) 
午後 14:00～16:30 (初診は 16:00 まで) 
※ 前回来院日から 3ヶ月以上経過の方は初診扱いとなります。 
※ 木曜日は午後休診。土・日・祝日は休診。 

 

診察予定専用電話番号(通話無料)  

0120-489-242 (月～金 14:00～17:00) 
※ 14:00～15:00 間は大変混み合いますのでつながりにくく 
なります。時間をあけて、おかけ直しください。 

 
 

患者さんに「より快適」に検査を受けていただくため
「検査室」を拡張する予定です。最新の検査機器を 
導入し【より高度な眼科診療】を目指します。 


